









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人欲は「有」なれはこそ詞御可能なのであり な る 所 に 制 御 す べ き で あ る 、
と 。
の如く、





共 通 し た 内 容 を も つ も の が 引 き 出 せ る 。
そして、











の 「 無 」 の 解 釈 を 通 じ て 表 頒 の 言 わ ん と す る こ と は こ う で あ ろ う 。
す な わ ち 人 欲 は 否
定 す べ き で は な い が 抑 え る べ き も の で あ り 、
そ九は「中」








裟 扇 の 人 欲 肯 定 論 は こ こ に 王 弼 的 発 想 へ の 対 立 の 様 相 を 包 含 し て い る こ と が 知 り 得
る
。






其 力 任 、



















- ..--"'""鳳.. -.. "' （上九）
故 曰 皆 有 除 也 。
象 い 、
甘 節 之 吉 、
居位中也。
貨 位 以 節 、
中正以逆。
天 地 節 而 四 時 成 、
節以澗度不傷財‘
象 曰 、



















大 得 志 也 。
牧 獨 立 廓 然 無 為 無 欲 、
若遺失之也。
不 害 民 。
九九
（老予二十章注）

















































































































































































尉 亦 解 意 。
閲 他 人 入 者 多 死 。
悟 此 小 夏 、
-C)
以 后 愛 之 得 全 而 内 」 合 悲只 芯 暉こ か く り 叩 く 、
買 后 0 非 道 は 当 巳 布 名 だ っ 二 □ � て あ る 。
有玖栢、
暉トテ立得域南少年厭之欲暫柑煩必有璽報。
於 2 ． 汽 団 � ' - 上 宙 雫 茄 匹 臼 鹿 箱 中 、
行可十除皇過六七門、
限間澁箱忽見燐以奸屋。
問 此 に 何 此 、
云足大
oooocooocooocc 










（ 注 ● 一 ）
「 浴 由 有 浴 肘 部 小 丈 、







な場に引ぎ出したもりであった。 る か な ど の 一 見 止 遠 な テ ー マ 0 も と に 行 わ れ た 。
































行 以 位 虚 、
志無盈求、
事 熊 過 川

















向秀における人欲向定閤及ひ 故 大 建 厭 極 、












囚 憫 而 背 之 。
見猶見食之有唸、





論 ） と 式 飢 り 「 中 」 に 闘 御 せ ん と す る 息 憎
、







































日 1 心 五 色 、
使而
また閂秀が「或似






玖 頼 は 「 人 間 は 生 を 全 う す る こ と を 至 上 命 辺 と す る 」 が 、
































































































































































































































































































































































































































































































































































人 間 0 「 了 」 得 ず る
日物自然、
無 為 之 者 也 。
































に 衿 い て 見 ら 且 左 「 匠 」
判政に詞げるこうした「煎」は、
王侶と比校して、
了 饉 刈 天 地 萬 物 、
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し か し 、
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百臼不厄萬仄＇乙所
（齊物諭＇口） こ匂るし｝で
ー，
‘ヽ
，｀ 
ご二、バ、エ訳二反映し＇
｛
筑波大学
「心」を「無」とするものである。
認識の主体を「
心」に置くこと自体は斐顛と同様であるが、
義とはこの点で懸隔がある、
「本無者、
未有色法、
先有於無、
故従無出有。
即無在有先、
有在鋪後、
故稲本無」とあり
、
（注二十一）
弼等祖述老旺立論以烏『天地萬物皆以佃�
（箆
）箆本。
無也者、
開物成務、
無往不存者也。
陰陽侍以化生
、
と「本無」とは一致
するものだと言えよう。
ところて「本熊」の語それ自体は後漠末期支識の「道光般若」に用いら
れ
「本無」を
以て「無」と同義としたのは斐穎を以て喝矢とする。
（注二十三）
（注二十四）
が、
王弼におけるが如
く「
空」と「蕪」とが別個に用いられていえのを結合したのは、
も恐らく
「
崇有諭」に初出のものであり、そ
の後の用例は慧遠「大智諭炒序」、
僧肇「不真空諭」、
沈約「神不滅諭」
（廣弘炉集二
十二
）、
属払明狙一八）等
がある
。
そして
沈約・謝霊連
らは仏教と
深く交沙を持った人々であった。
以上
、
ら見て、
格義仏教展開への思想的準備が土大夫の側においても着々と準備されていたことを示してい
る。
（注二十一）（注二十 ）（注二十――-（注二十四）
というよりも、
儒家的教捉人・士大夫・政治家としての翌顔の本質がここに露呈していると言えるだろう。
今井宇三郎「本無義の加流
」
（東京教育大学漢文学会会報一六）
「消液蹄空熊」（支迅「詠懐許五首」其五、殷弘明梨三十上）等。「老子」二十一章注。「中部書局版晋書」に従って「為」字を術字とみる。
「中観論疏」によれば本無義は、
哲学・思想学系論集
の「崇有論」はその
のこの文がきわめて早い用例である。
しかし斐顧は「心」を「有」としておリ、
萬物
侍以成形』
」
（晉翌嘉他）
の
如き
また「空興之美」の「空無」は東晋期仏教において重要な概念として展閲する
10八
の面や思作の一部か
げ）
二十二）
が、
士大夫
の側から
「魏正始中何晏王
同
じ
心焦
